
　ある 夜
よる

の ことです。パリサイ人
びと

の 指
し

導
どう

者
しゃ

である ニコデモという 人
ひと

が、イエス様
さま

に 

会
あ

いに 来
き

ました。ニコデモは、イエス様
さま

が 行
おこな

った 数
かず

々
かず

の 奇
き

跡
せき

や、イエス様
さま

が 人
ひと

々
びと

に 話
はな

しておられた 素
す

晴
ば

らしい 教
おし

えについて、耳
みみ

に していました。それで、もっと 多
おお

くの ことを 知
し

りたいと 思
おも

っていたのです。

　イエス様
さま

は ニコデモに 説
せつ

明
めい

して 言
い

われました。もし だれでも 神
かみ

の 国
くに

を 見
み

たい

なら、新
あたら

しく 生
う

まれなければ ならないと（ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 3:3）。ニコデモは 

もう 大
おとな

人なので、一
いっ

体
たい

 どうしたら 2回
かい

も 生
う

まれられるんだろうと 思
おも

いました。それで、

イエス様
さま

に たずねました。イエス様
さま

は、人
ひと

が 霊
れい

的
てき

に 生
う

まれる ことの 大
たい

切
せつ

さについ

て 話
はな

しているのだと ニコデモに 説
せつ

明
めい

しました。つまり、人
ひと

が イエス様
さま

を 知
し

って 

その 教
おし

えに 従
したが

い始
はじ

める 時
とき

は、1 度
ど

 お母
かあ

さんの お腹
なか

から 生
う

まれた 人
ひと

が 新
あら

たに 霊
れい

的
てき

に 生
う

まれるのだという ことです。

ニコデモが イエス様
さま

に 会
あ

いに 来
く

る
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　それから イエス様
さま

は、どうして 神
かみ

様
さま

が イエス様
さま

を この 地
ち

上
じょう

で 暮
く

らすように 送
おく

られたのかも 説
せつ

明
めい

しました。「神
かみ

は その ひとり子
ご

を たまわったほどに、この 世
よ

を 

愛
あい

して下さった。それは み子
こ

を 信
しん

じる 者
もの

が ひとりも 滅
ほろ

びないで、永
えい

遠
えん

の 命
いのち

を 得
え

るためである。」（ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 3:16）　それで ニコデモは、イエス様
さま

を 救
すく

い

主
ぬし

として 信
しん

じ、受
う

け入
い

れる ことで、神
かみ

様
さま

からの 救
すく

いの おくり物
もの

を 受
う

け取
と

る ことが 

でき、また、霊
れい

的
てき

に イエス様
さま

と いっしょに 歩
あゆ

めるのだという ことが 分
わ

かりました。

　この お話
はなし

の 一
いち

部
ぶ

始
し

終
じゅう

は、聖
せい

書
しょ

の ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

の 3 章
しょう

3 節
せつ

から 21 節
せつ

に 

書
か

かれています。また、ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

の 19 章
しょう

39 節
せつ

には、その後
ご

 イエス様
さま

が 

十
じゅう

字
じ

架
か

に かけられた 時
とき

に、ニコデモが イエス様
さま

を ほうむるための 香
こう

料
りょう

を 持
も

って

きた ことが 書
か

かれています。


